
 

 

 

 

 

 

 

平成２３年度 

 

 

事業報告書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人豊田市国際交流協会 



１ 

 

平成２３年度事業報告  

 

公益財団法人豊田市国際交流協会（ Toyota International Association：ＴＩＡ）は、

昭和６３年１０月の設立以来、「国際化の主役は市民である」の理念のもと、国際交流・国

際理解教育・多文化共生の活動を三本柱とし、地域の国際化を推進しております。  

平成２３年度は、多文化共生推進講演会をはじめとした国際の日、小中学生のための国

際理解教育プログラム、在住外国人の生活や就職を支援するための日本語教室、多言語翻

訳・相談等の事業を実施してまいりました。  

去る平成２３年３月に発生した東日本大震災と原子力発電所の事故では、海外からの親

善使節団の来日中止・来日期間の短縮や来日者数の減少等、様々な影響がありました。一

方、東北地方の国際交流協会やＮＰＯ法人とともに被災した在住外国人を支援するため、

翻訳ボランティアを募集し、多言語で情報を提供したり、ＴＩＡのボランティアグループ

が主体となり、募金活動のためのイベントを行ったりするなど、地域や分野を超えた活動

をいたしました。  

一方、平成２３年４月の公益財団法人移行を契機に開始いたしました賛助会員の募集で

は、個人６５３件、団体法人８２件のご加入があり、１，４７３，０００円もの賛助金を

いただきました。今後皆様からいただきました浄財を有効に活用させていただくために、

ボランティアや関係団体の皆さんとの連携をより密にし、時代に即した事業を積極的に行

うことで、外国人を含め誰もが安全で安心して暮らせる国際のまちづくりを目指してまい

ります。  

 

公益目的事業１                                  

地域と諸外国との相互理解と友好親善を深めるための国際交流と国際協力に関する事業  

（１）国際親善使節受入（豊田市委託事業＋自主事業）  

豊田市を訪問する外国人学生などの国際親善使節を受け入れ、市民との交流の機

会を持ち、相互理解と友好親善を深めた。  

 

ア ウエイン州立大学（米国デトロイト市）  

   平成２３年度は東日本大震災の影響で、６月に予定されていた来日が中止と  

なった。平成２４年度の実施に向けて調整を行った。  

 

イ 桜花学園大学留学生（韓国）  

時  期  平成２３年１１月２６日（土）～２７日（日）  

受入人数  ６人 

 

ウ International Educators to Japan（ＩＥＪ）  

海外進出日系企業の駐在員の子どもを受け入れている現地公立学校の教師  

を日本に招待するプログラムへの協力。デトロイト市などからの教師を豊田市  

で受け入れ、ホームステイ、豊田市内の企業や学校を訪問するはずであったが、
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東日本大震災の影響で、受入れは中止となった。  

 

エ World Campus International（ＷＣＩ）  

「国際的・多文化体験を求めている若者を世界中から集め、日本を訪問し、 

ホームステイや地域活動などを通じて参加者の国際感覚やボランティア精神、 

リーダーシップ能力を養い、多様な活動や交流を行うことで、国際的な視野を

持ち、表現、行動できるような人材を育成している非営利の体験型国際教育団

体」ＷＣＩのプログラムに協力し、市民との国際交流の場を提供した。  

時  期  平成２３年８月６日（土）～１２日（金）  

受入人数  １８人  

  

オ デトロイト姉妹都市交流交換学生（米国デトロイト市）※  

   豊田市の姉妹都市であるデトロイト市の交換学生を受け入れて、ホームステ  

イ、市長・議長表敬訪問、市内の施設見学を通し、豊田市や日本に対する理解

を深めた。                  ※本事業は豊田市委託事業  

時  期  平成２３年７月１９日（火）～８月３日（水）  

受入人数  ５人  

 

（２）ナショナルデーの開催（豊田市委託事業）  

とよたグローバルスクエアにおいて世界の国や地域の文化及び生活を紹介する

ことにより、外国人住民と市民との交流の場を提供した。 

時  期  平成２３年４月１０日～平成２４年３月４日  

日曜日 午後２時～３時 

内  容  全１３回(中国は２回開催) 

１２の国（アメリカ・メキシコ・オランダ・中国・ハンガリー・

スイス・シリア・タイ・パプアニューギニア・フランス・イタリ

ア・ジャマイカ）の文化紹介の講演、歌や踊りの披露。  

     参 加 者  延べ７６０人 

 

（３）「国際の日」事業の開催（豊田市委託事業）  

ＴＩＡが設立された１０月１日を「国際の日」として、市民一人ひとりが豊田市

の一員であると同時に国際社会の一員であることを意識し、行動することができる

ように各種の事業を行った。  

 

ア 多文化共生推進講演会  

時  期  平成２３年１０月１日（土）午後１時３０分～３時  

内  容  「Managing multiculturalism and change in the UK～イギリ

スにおける多文化主義と変化～」と題し、多文化共生に関する

英国の歴史と最新の動きについて、専門家の視点から講演をし、
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参加者と意見を交換した。 

  参 加 者    １００人 

       講  師  ハリス・バイダー（英国コベントリー大学教授） 

場  所   とよたグローバルスクエア  

 

   イ 草の根座談会・交流会  

      時  期   平成２３年１０月１日（土）午後６時～８時  

      内  容   ハリス・バイダー教授との座談会、交流会を行った。  

      参 加 者  ３０人 

場  所   保見第２集会所  

 

ウ 多文化交流イベント「とよたグローバルプラザ」  

時  期  平成２３年１０月２日（日）午前１１時～午後３時  

内  容  「国際交流・多文化は楽しい」をテーマにした多文化ステージ

と広場を開設、ＴＩＡボランティアグループによるブース出展、

フェアトレード製品販売、エスニック屋台（インド・ブラジル）

の出店、世界（ペルー・イタリア・ハワイ・インドネシア・ブ

ラジル）のダンスや音楽。  

参 加 者    延べ８００人  

出演団体  １０団体  

場  所  シティプラザ（Ｂ館Ｔ－ＦＡＣＥ １Ｆ）  

 

   エ 「私の国際」フォトコンテスト  

      時  期  【募集】平成２３年７月５日（火）～８月３１日（水）  

【表彰式】平成２３年１０月２日（日） 

午後０時３０分～１時 

【作品展示】①平成２３年１０月２日（日） 

午前１１時～午後３時  

②平成２３年１０月４日（火）～１４日（金）  

午前８時３０分～午後５時１５分  

    内  容  「これぞ国際！」をテーマに、国際と聞いてイメージするもの

を撮影した写真のコンテストを中・高校生の部、一般の部（３

５歳以下）の２部門で実施し、最優秀賞・優秀賞・佳作の表彰

と、応募者全員の作品展示を行った。  

応 募 者    ９３人（中・高校生の部４４人、一般の部４９人）  

      場  所  【表彰式】イベント「とよたグローバルプラザ」ステージ  

【作品展示】①イベント「とよたグローバルプラザ」会場内  

②豊田市役所南庁舎１階ロビー  
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   オ 世界のことばカードの配布  

      時  期  平成２３年１０月３日（月）  

     内  容  豊田市内小・中・養護学校で実施される国際の日給食に併せ、

２５言語の言葉を紹介するカードを児童・生徒を中心に配布し、

併せて、一般市民にも配布した。  

           配布部数  ４２，０００部 

 

   カ 市内観光モデルコースの作成と紹介  

    内  容  ＴＩＡボランティアグループＥ－ＩＦＦの協力を得て、短期来

訪外国人がいつでも、一人でも楽しめる豊田市駅を発着地点と

した市内観光モデルコースを英語で作成し、市民に配布した。  

コ ー ス  豊田市足助地域 

配布部数  １，０００部  

 

   キ 多文化カレンダーの作成  

内  容  異文化への理解を図り、多文化共生社会を促進するためのカレ

ンダーを作成し、市民に配布した。  

配布部数  ２，５００部  

 

   ク 国際の日パネル展  

      時  期  平成２３年１０月１日（土）～２日（日）  

内   容   国際交流や多文化共生に取り組むボランティアやＮＰＯ法人

等の活動を紹介した。 

        出 展 者    １８団体 

 

（４）地域の国際交流に関するイベント等への協力・支援事業（自主事業）  

諸外国との相互理解と友好親善を深める交流事業を開催する企業や団体を支援

するため、ＰＲちらしの翻訳やＴＩＡ紹介ブースを出展した。  

 

ア 日本文化体験デー  

   主  催  公益財団法人あすて  

時  期  平成２４年３月１１日（日）  

場  所  公益財団法人あすて  

      内  容  茶道・書道・華道・きもの着付け・字手紙・竹細工・琴・和太

鼓・そば打ち・空手道などの体験イベント  

      参 加 者  １０７人  

 

   イ ボランティア交流会  

      主  催  トヨタ自動車株式会社 社会貢献推進部  
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            トヨタボランティアセンター  

      時  期  平成２４年３月３１日（土）  

      場  所  トヨタ自動車株式会社 トヨタ会館  ２階 大ホール  

      内  容  豊田市内および近隣で活躍するボランティア団体による活動紹

介及び発表。       

参 加 者  ３３０人  

 

（５）国際協力機構（ＪＩＣＡ）ボランティア説明会開催事業（自主事業）  

独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ：ジャイカ）の海外ボランティア派遣事業

の説明会を開催し、シニアや日系ボランティア等への参加や国際協力への理解・促

進に努めた。  

 

ア 春の説明会  

東日本大震災の影響で中止。  

  

イ 秋の説明会  

時  期  平成２３年１０月８日（土）午後２時～４時  

参 加 者  ２８人  

 

公益目的事業２                                  

 地域の国際化を推進するための人材の育成と地域の市民活動等の支援に関する事業  

（１）ボランティア登録・育成・紹介事業（自主事業）  

通訳、交流、支援などを行うボランティア２９７人が登録し、多様な活動を展開

した。「国際の日」関連行事などでボランティアの協力を得て事業を進めた。  

 

ア ボランティアの登録・育成・紹介の実施  

 個人またはグループボランティアは、年度毎に登録・更新。新たに登録を希

望する人には個々のボランティア活動を紹介し、人材の育成を図った。 

ア）個人ボランティア     通訳・翻訳  

交流企画・推進ボランティア  

業務サポート（機関誌発送作業など） 

ホームステイ・ホームビジット  

イ）グループボランティア  

国際交流          オープンハート 

日本文化紹介  

国際協力          ほづみ会  

外国人住民と交流・支援   Ｅ－ＩＦＦ  

ひらがなうぃずゆー  

日本語サロン  
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ＡＬＰＨＡ日本語教室  

日本語教室はじめのいっぽ  

英語ボランティアＧＬＯＢＥ  

華豊中国語教室  

学習・情報提供       海外生活体験者グループ  

 

（２）ボランティア意見交換会の開催（自主事業）  

ＴＩＡとボランティアグループの事業や活動状況の情報を共有するとともに、ボ

ランティア活動環境の整備に努めた。また、平成２４年度の国際の日事業に関して

協力を求めた。  

時  期  平成２３年５月２９日（日）  

平成２４年１月８日（日）  計２回 

参 加 者  各グループ代表者及び中堅層  

 

（３）市内の学校国際理解教育プログラム相談・支援事業（豊田市委託事業）  

小中学校の総合学習や交流館等で取組が行われている国際理解教育プログラム

の実施について講師派遣・施設の訪問受入れ・情報提供等の支援を行った。  

相談件数  ７件   

対応件数  ６件  講師紹介４校、情報提供１校、施設訪問対応１校  

 

（４）子ども英語交流補助ボランティア（自主事業）  

豊田市教育委員会と協力して、小学校で行われている英語学習の補助をするボラ

ンティアを募り、各学校へ派遣した。  

時  期  平成２３年５月～平成２４年３月  

     派遣校数  １６校   

     派遣人数  ２０人  

 

（５）国際理解教育セミナー（豊田市委託事業） 

人権・平和・開発・環境など地球規模の問題への理解を深め、解決のため実践的

な行動を起こすことができる市民の育成を狙いとした、セミナーを３回実施した。 

   ア ワークショップ・ミニ講演「何かできそう！外国人の子どもの教育サポート  

あんなこと・こんなこと」  

       時  期  平成２３年６月１６日（木）午後１時３０分～３時３０分  

  受 講 者  ５０人  

協  力  ＮＰＯ法人子どもの国、ＮＰＯ法人トルシーダ、豊田市立西

保見小学校、豊田市立東保見小学校  

 

   イ ワークショップ「“食べる”から世界が見える  地球の食卓ワークショップ」  

  時  期  平成２３年７月２３日（土）午後２時～４時  
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     受 講 者  １６人  

       講 師  宮崎花衣（ＮＰＯ法人開発教育協会）  

 

   ウ ワークショップ「こんな未来を創りたい～共に生きる社会へのヒント～」  

  時  期  平成２４年３月３日（土）午後１時３０分～４時３０分  

     受 講 者  １９人  

  講 師  平野木恵（ＮＰＯ法人ＮＩＥＤ・国際理解教育センター）  

 

（６）外国語講座（豊田市委託事業）  

ア ハングル講座  

 我々にとって身近な国である韓国の言語・文化を学び、理解を深める機会を

提供した。  

時  期  前期：平成２３年５月１０日～９月１３日 

           毎週火曜日  午後２時～３時３０分 全１８回 

後期：平成２３年１０月２８日～平成２４年３月９日 

    毎週金曜日 午後６時３０分～８時 全１８回  

       受 講 者  前期１９人、後期２０人 

 

イ 中国語講座  

市内外国人登録人数が第２位である中国の文化を、言葉の学習を通して図る

とともに、日本人と中国人の友好親善の機会を提供した。  

時  期  前期：平成２３年４月１９日～７月１２日  

          毎週火曜日 午後６時３０分～８時  全１２回  

     後期：平成２３年９月８日～１２月１５日  

         毎週木曜日 午後６時３０分～８時 全１５回  

受  講  者     前期１６人、後期１７人  

 

ウ スペイン語講座  

ラテンアメリカ出身者が多い豊田市の現状を踏まえ、入門レベルの講座を開

催し、市民のラテンアメリカ諸国に対する理解を深める機会とした。  

時  期  平成２３年１０月４日～１２月２０日 

       毎週火曜日 午後７時～８時３０分 全１２回 

受 講 者  １３人  

 

エ その他外国語講座  

上記以外の外国語講座について、豊田市内のニーズや講師の確保に応じて開

講し、いずれも１２回を１ターム（３か月程度）で開催した。  

ア）ポルトガル語 

時  期  平成２３年７月６日～９月２８日  
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毎週水曜日 午後６時３０分～８時 全１２回 

受 講 者  １６人 

 

イ）フランス語 

時  期  平成２３年１０月７日～１２月２３日  

毎週金曜日 午後１時３０分～３時３０分 全１２回  

受 講 者  ２０人 

 

      ウ）ドイツ語 

時  期  平成２３年１月７日～３月２４日  

毎週土曜日 午後３時～５時  全１２回  

受 講 者  １９人 

 

（７）小学生国際理解教育学校招待プログラム（豊田市委託事業）  

豊田市内の小学生４２６人に対し、大学生を中心とした市民ボランティアグルー

プによる国際理解教育を実施した。平成２３年度より会場をとよたグローバルスク

エアだけでなく、希望する小学校については出前授業を行った。詳細は以下の通り。 

 
実施日  学校名  

参加学年  

児童数  
実施グループ  実施授業内容  

6／ 7 東保見  6 年  91 人  名古屋大学ＥＩＵＰ  
世界のいろいろな国々の人の話

を聞いてみよう  

6／ 10 衣  丘  6 年  94 人  愛知淑徳大学  
世界の中の日本！！自分の国に

ついて説明できるかな？  

6／ 14 西保見  6 年  27 人  幼い難民を考える会  おもちゃを知らない子どもたち  

9／ 27 大  畑  3～ 6 年 41 人  名古屋大学ＥＩＵＰ  
世界のいろいろな国々の人の話

を聞いてみよう  

11／ 24 足  助  5～ 6 年 33 人  名古屋大学ＥＩＵＰ  
世界のいろいろな国々の人の話

を聞いてみよう  

11／ 25 萩  野  6 年 22 人  愛知淑徳大学  
給食を通して食べ物があること

のありがたさを実感する！  

1／ 17 伊  保  6 年 25 人  名古屋大学ＥＩＵＰ  
世界のいろいろな国々の人の話

を聞いてみよう  

1／ 31 中  山  6 年 93 人  名古屋大学ＥＩＵＰ  
世界のいろいろな国々の人の話

を聞いてみよう  

  
合  計  426 人  ※網掛けの小学校は出前授業を行った小学校  

 

（８）草の根の国際交流の推進（自主事業）  

    第９回とよた国際交流市民会議を開催し、各団体の事業計画・報告を実施し、国

際交流活動に関する情報交換や事業への協力依頼を行った。  
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時  期  平成２４年３月１３日（火）午後１時３０分～３時３０分  

 

（９）国際交流市民事業助成金事業（自主事業）  

地域の国際化に貢献する国際交流・国際協力・多文化共生を目的とした新規事業

への支援を目的に実施した。募集案内は４言語（日本語・ポルトガル語・中国語・

英語）で作成した。  

内 容  国際交流・協力・多文化共生事業の募集・審査・助成金を交付  

申請件数  ３団体  

交付件数  ２団体  

助 成 先  ア）団 体 名：オープンハート（ＴＩＡボランティアグループ）  

事 業 名：みんなで応援しよう！世界の人と復興支援  

～交流★体験★バザー～  

内  容：ＴＩＡで受入れるＷＣＩ（ワールドキャンパスイン

ターナショナル）の参加者と市民との国際交流を図

り、かつ東日本大震災のためにバザー売上金などを

支援金として寄付することを目的とした。多くの人

が集まり、ＷＣＩのメンバーも来訪者も交流を楽し

んだ。他のボランティア団体にも多く協力してもら

い、ボランティアとしての意識が高まった。義援金

も送ることができた。  

時 期：平成２３年８月１１日（木）  

場 所：豊田産業文化センター多目的ホール  

参 加 者：２００人  

助成金額：２４，７９６円  

 

イ）団 体 名：豊田市稲武地区コミュニティ会議文化部会  

事 業 名：日本を学ぼう  

内  容：地域の盆踊り大会に外国人住民に参加してもらい、

地域住民との国際交流を図るのが目的。地域の外国

人住民が浴衣と盆踊りを体験した。  

時 期：平成２３年８月１２日（金）  

場 所：豊田市稲武交流館  

参 加 者：２０人  

助成金額：４３，０４０円  

 

（１０）自主サークル・後援団体への支援事業（自主事業）  

     将来的にボランティアグループとしての活動に移行するよう、活動場所の提供

や広報への協力などという形でそれぞれを支援した。  

（１１）とよたグローバルスクエア運営事業（自主事業）  
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ア ライブラリー、新聞・雑誌コーナーの運営  

市民が諸外国への理解や協力、地域の国際化への認識を深めるために、ま

た、外国人が日本の歴史、文化、社会の理解を深めるために、必要とする図

書、雑誌、新聞、資料、ビデオ等を収集・提供した。  

 

イ インターネットＰＣ、無線ＬＡＮの設置 

多言語で対応できるインターネットＰＣと無線ＬＡＮを設置し、とよたグ

ローバルスクエアを訪れる市内在住外国人を含む市民への情報提供を行っ

た。インターネットＰＣは無料で３０分間利用できる。  

 

ウ 掲示板など情報コーナーの充実  

掲示板など情報コーナーを充実させ、日本人と外国人との交流を深めるき

っかけを提供した。また、多言語の情報・国際理解のイベント等の案内を収

集・提供した。  

 

公益目的事業３                                  

 外国人と共に暮らす多文化共生社会の実現に向けた事業  

（１）日本語講座（豊田市委託事業） 

外国人住民が日本人と円滑なコミュニケーションを図り、充実した日常生活を送

るための一助として、専門講師による日本語講座を実施した。  

時  期  前期：平成２３年４月９日～９月１７日        

後期：平成２３年１０月１５日～平成２４年３月１７日  

毎週土曜日 午前９時３０分～正午  各期全２０回  

ク  ラ  ス  入門～初級レベルの４クラス  

受 講 者  ５６人（前期２６人、後期３０人） 

出身国：ブラジル、中国、韓国、タイ、ペルー、フィリピン他  

 

（２）緊急雇用創出事業「やっぱり！！日本語講座」（豊田市委託事業）  

   雇用状況の長期悪化に伴い、増加する外国人失業者・求職者の就職を支援するた

め、日本語でのコミュニケーション能力の習得を重視した日本語教室を開催した。  

時  期  １期：平成２３年４月１２日～７月１日 

２期：平成２３年７月５日～９月２３日 

３期：平成２３年１０月１１日～１２月２３日 

４期：平成２４年１月１０日～３月２３日 各期全１１回  

いずれも火・木・金曜日 

昼間クラス 午後１時３０分～３時３０分  

夜間クラス 午後６時３０分～８時３０分  

ク  ラ  ス  入門・初級・中級レベルの３クラス  

 受 講 者  ２３２人（入門８５人、初級１０１人、中級４６人） 

       主な出身国：ブラジル、中国、ペルー、フィリピン、タイ、アメ
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リカ他 

 

（３）外国人多言語相談事業（豊田市委託事業）  

土日の休日相談、緊急雇用創出事業及びふるさと再生雇用事業による平日昼間の

ポルトガル語・中国語・英語の相談窓口を設けた。年間相談件数は、４６６件とな

った。 

 

ア 休日ポルトガル語・中国語相談  

ポルトガル語（土曜日・日曜日）、中国語（火曜日午後・土曜日午前）の体

制で、外国人住民のための相談活動を実施した。  

時  期  平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日 

相談件数  １７件 

 

    イ 外国人緊急相談（昼間）  

       不況の長期化に伴う外国人住民からの相談に対応するため、ポルトガル語と

英語の相談窓口を平日に設置し、関係機関窓口への仲介や情報提供、通訳・翻

訳を行った。  

       時  期  平成２３年４月１日～平成２４年３月３０日  

ポルトガル語：毎週火曜日～金曜日  午前１０時～午後４時  

英語：毎週水・金・日曜日  午前１０時～午後４時  

    相談件数   １０４件 

 

    エ ふるさと雇用再生特別基金中国語相談  

増加傾向にある中国人住民の相談に対応するため、中国語での相談窓口を平

日にも設置し、市役所を始めとする関係機関窓口への仲介や情報提供、通訳・

翻訳を行った。  

       時  期  平成２３年４月１日～平成２４年３月３０日  

毎週水曜日～金曜日・日曜日  午前１０時～午後４時  

    相談件数   １０１件 

 

オ 当協会の職員による相談事業  

       上記相談員の配置がない時間帯においても、英語・スペイン語については、

当協会職員が常時対応した。  

      時  期  平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日  

相談件数  ２２４件 

 

（４）通訳派遣事業（豊田市委託事業）  

外国人住民が市民生活を送る上で人道・人権に関わり、また緊急性の高い問題（福

祉・保健・医療・教育に関わる諸手続きなど）に通訳補助が必要な場合に通訳者を
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派遣した。また国際的なイベントなど依頼があった場合は、状況に応じて通訳者を

紹介した。  

  相談件数  １８件  

      <派遣>派遣件数  １２回 

言語 中国語３件、ポルトガル語６件、スペイン語１件、 

英語２件  

               <紹介>紹介件数 ６件  

            言語 英語３件、ポルトガル語２件、ハングル１件  

 

（５）翻訳事業（豊田市委託事業＋自主事業）  

市役所など公的機関に提出する公的書類について市民から依頼のあった翻訳を

行うとともに、中国人住民への行政サービス等に関する翻訳業務を豊田市から受託

し、実施した。また、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災では、緊急翻

訳ボランティアを募集し、全国の国際交流団体やＮＰＯと連携して、外国人被災者

へ行政や関係機関からの情報を多言語で翻訳した。  

<通常対応> 

    依頼件数  受託分：中国語４２件 

その他：１４５件（英語８２件、ポルトガル語３５件、中国語

２７件、ハングル１件）、出生・結婚証明書

の翻訳など  

       対応件数：８８件（英語３８件、中国語４５件、ポルトガル語４件、ハン

グル１件）  

      <東日本大震災での翻訳支援 > 

       ボランティア登録者：１２６人（英語６２人、中国語２０人、スペイン語

１５人、ポルトガル語８人、タイ語５人、

フランス語４人、ハングル４人、ドイツ

語３人、タガログ語１人、イタリア語１

人、トルコ語１人、ペルシャ語１人、ヘ

ブライ・アラビア語１人） 

       翻訳件数：１６３件（英語１３２件、中国語２１件、タイ語５件、ポルト

ガル語４件、スペイン語１件）  

 

（６）豊田市外国人災害サポートボランティア養成講座（豊田市委託事業）  

 大規模災害発生時、豊田市の要請によって出動し、外国人被災者への通訳・翻訳

といった言葉の面からサポートを行う人材を確保し、支援に必要なスキルを高める

ための講座を行った。平成２３年度は災害発生直後の自動参集から外国人対策班の

設営・避難所巡回といった初動体制の実地訓練を初めて行った。  

時  期  第１回：平成２３年１１月２６日（土）午後１時～４時  

    第２回：平成２３年１２月３日（土）午後１時～４時  
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    第３回：平成２３年１２月１０日（土）午後１時～４時  

内  容  第１回  

１）オリエンテーション（ＴＩＡ）  

２）災害時の豊田市の対応（市防災防犯課）  

３）豊田市の外国人市民と災害（市国際課）  

４）ワークショップ（ＴＩＡ）  

第２回  

１）講義：「災害時に外国人が直面する課題と支援者に求められる

役割」  

２）グループワーク：  

「もし、２４時間後に大地震が起きるとしたら？」  

（１、２とも  多文化共生マネージャー  高木和彦）  

第３回  

１）実地研修：「災害多言語支援センター設置・運営訓練」  

（多文化共生マネージャー  高木和彦）  

２）修了式、ボランティア登録  

受 講 者  ２６人（海外出身者１２人、日本人１４人）  

修 了 者  ２０人（ポルトガル語８人、英語６人、中国語３人、スペイン語２  

人、ヒンディー・ネパール語１人）  

 

（７）とよた日本語学習支援システム支援事業  （豊田市委託事業）  

    平成２０年度より開始された「とよた日本語学習支援システム」（豊田市から名古

屋大学への委託事業）のシステムコーディネーターへの活動場所を提供するととも

に、豊田市と協力しながら、企業及び地域における日本語教室の開催やボランティ

ア募集・派遣等のサポートを随時行い、外国人住民に対する日本語学習の機会拡充

を図った。 

平成２３年度は、平成２２年度に引き続き、プログラム・コーディネーター養成

講座開催におけるＰＲや講座運営について支援を行った。 

 

（８）外国人子弟教育支援事業（豊田市委託事業） 

     不況により、学習支援の場を求める子どもたちの入室が増加傾向にあるＮＰＯ法  

人や小学校の放課後学習支援クラスに対し、ポルトガル語の通訳・翻訳スタッフを  

雇用・派遣し、外国人を含む子どもたち全体の教育環境の改善に努めた。  

時  期  平成２３年４月１日（金）～平成２４年３月３０日（金）  

     派  遣  先  ＮＰＯ法人子どもの国、ＮＰＯ法人トルシーダ、ＮＰＯ法人保見  

ヶ丘国際交流センター、豊田市立西保見小学校、豊田市立東保見  

小学校 計５団体  
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公益目的事業４                                  

 国際交流・国際協力、多文化共生を推進するための情報を提供する  

（１）ＴＩＡ機関誌発行事業（自主事業）  

国際交流に関する情報とＴＩＡの事業案内等のための機関誌「ＧＬＯＢＡＬ  

ＩＮＦＯ」を発行。県・市町村の国際交流担当部署、各種国際交流団体、ＴＩＡ関

係者及びボランティアに配布した。 

発行回数  年４回（平成２３年５月、８月、１１月、平成２４年２月） 

規  格  Ａ４サイズ ４頁 

発行部数  ３，０００部／回 

 

（２）広報とよた「外国人のための情報コーナー」（自主事業）  

豊田市の広報紙に英語・ポルトガル語による各種生活情報を掲載した。  

発行回数  ２４回（毎号掲載）  

発行部数  約１６０，０００部／回  

 

（３）ＴＩＡホームページの運営（自主事業）  

日本語のほか、多言語相談員を活用し、英語・ポルトガル語・中国語のホームペ

ージにＴＩＡの事業を始め、広報とよたの記事を翻訳して掲載し、生活情報の提供

に努めた。  

 

その他 ボランティアグループなどの活動計画（自主事業）               

ＴＩＡに所属する１１のボランティアグループ活動の事業に対し、相談と支援を行った。 

（１）国際交流  

ア オープンハート  

ア）各種ホームステイにおけるコーディネートを行った。  

  前述の交流事業（桜花学園大学留学生、ＷＣＩ）以外に下記を受け入れた。  

内  容  ＪＩＣＡ中部平成２３年度青年研修事業中国研修生受入れ  

時  期  平成２３年１２月１０日（土）～１１日（日）  

 

イ）「みんなで応援しよう！世界の人と復興支援～交流★体験★バザー～」  

内  容  来日中のＷＣＩの参加者と協力して、体験コーナー（竹笛づ

くり、フェイスペインティング、世界のコスプレ、他）  

      バザー、世界の人とミニゲームをしながら交流を実施。当日

のバザーなどの売上金は全て復興支援のために被災地に寄

付した。  

時  期  平成２３年８月１１日（木）午後２時～４時３０分  

 

イ 日本文化紹介  
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ア）日本文化体験クラス  

内  容  豊田市来訪、在住・在勤の外国人に対し、日本文化体験クラ

スを随時開催した。（茶道・書道・華道・着付け・折紙・絵

手紙） 

       時  期  平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日  

       参 加 者   ４８人 

 

イ）日本文化体験デー  

      内  容   茶道・書道・華道・着付け・折紙の一日体験イベントを開催

した。 

時  期  平成２３年１０月３０日（日） 

参 加 者  ２０人 

 

ウ）日本文化体験「やきそばパーティー」  

 内  容  日本で広く親しまれているファストフード「焼きそば」の調

理と試食を体験した。  

 時  期  平成２３年７月３日（日）  

 参 加 者  ８人 

 

エ）おこしものをつくろう  

内  容  ひなまつりのお供え物の「おこしもの」を作る講座を開講  

     した。 

時  期  平成２４年２月２６日（日）  

参 加 者  １４人 

 

（２）国際協力  

ほづみ会  

タイ山岳民族の子どもの教育支援を目的とした講演やバザー､タイ語講座を実

施した。  

     

    ア）「第２２回ほづみ会の集い」開催（ほづみ会総会）   

   内 容  中野穂積氏によるタイでの活動近況報告  

   時  期  平成２３年４月９日（土）  

        参 加 者  ２５人  

 

       イ）バザーの実施  

        内  容  民芸品等の販売  

        時期と会場  平成２３年１０月２日（日）   国際の日  

              平成２３年１０月２２日（土） 市民活動センター  
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              平成２４年３月４日（日）    ほっとかん祭り  

 

       ウ）タイ語講座の実施  

        時  期  平成２３年４月１４日～平成２４年３月８日  

              毎月第２木曜日 午前１０時～正午  

        参 加 者  １１人  

 

（３）在住外国人との交流・支援  

ア Ｅ－ＩＦＦ  

ア）英語サロンの開催  

  内  容  英語によるスピーチと質疑応答  

  時期と参加者  

平成２３年５月２８日（土）２５人  

１０月２９日（土）２４人  

        平成２４年２月２５日（土）３０人  

イ）外国人向け日本の家庭料理講習会の開催  

  内  容  外国人を対象とした英語通訳付き日本料理の講座  

  時期と参加者  

  平成２３年４月２３日（土）１７人  

９月２９日（木） ３人  

        平成２４年１月２１日（土） ４人  

 

ウ）外国人観光モデルコース作成  

  内  容  来訪外国人が一人でも楽しめる、英語の市内観光モデルコ

ースの企画、リーフレット作成（１ ,０００部）  

 

エ）その他  

海外からの来訪者に対する通訳、翻訳などの依頼に随時対応した。  

 

イ 日本語サロン  

内   容   毎週水曜日の日本語教室の開催を通じた外国人住民の日本

語学習支援と子育て支援活動の実施 

時  期  前期：平成２３年４月１３日～９月１４日  

      後期：平成２３年１０月１２日～平成２４年３月１４日 

参 加 者  学習者 前期：９９人  後期：８７人 

託児  前期：１３人 後期：１０人 

 

ウ Ａｌｐｈａ日本語教室  

内  容  毎週日曜日の日本語教室開催と、外国人との交流・仲間づく
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りを目的とした各種交流事業（もちつき、バーベキューなど）

を実施した。※７月から９月まで、東日本大震災の影響で夏

季の電力需要抑制対応により、市内企業の多くが土・日曜日

操業となったため、多数のボランティア・受講生が教室活動

に参加できず、活動を休止した。  

時期と受講者  １期：平成２３年５月８日～１２月２５日  １２３人   

３期：平成２４年１月２２日～４月１５日  ５３人   

     

エ 日本語教室はじめのいっぽ  

 内 容  毎週日曜日の午後、入門・初級レベルに特化した日本語教室

の運営と外国人との交流・仲間づくりを目的とした各種交流

事業（日本料理体験・日本文化体験・郊外学習）を実施した。  

時期と受講者  前期：平成２３年４月２４日～９月２５日  ６人  

   後期：平成２３年１０月９日～平成２４年３月１８日  

６人  

 

オ 英語ボランティアＧＬＯＢＥ  

毎週土曜日の午後に活動。普段は英語のスキルアップや外国人スピーカ

ーとの交流、イベントの準備などを行った。  

 

ア）ナショナルデーの企画  

  ボランティアの英語力を生かしてナショナルデーを企画した。外国人

講師は英語で講演を行い、ボランティアが逐次通訳する形により、日

本語が不得意な講師であっても講演を行うことができた。  

内容と時期 平成２３年４月１０日：アメリカ  

平成２３年６月２６日：オランダ  

平成２３年８月７日：ハンガリー  

平成２４年１月１５日：フランス  

参 加 者  ４回の合計で２５７人  

 

イ）東日本大震災復興支援チャリティ・イベント「チェルノブイリの  

試練を越えて」の開催  

内  容  東日本大震災への義援金を募るために、ウクライナ出身の講

師によるチェルノブイリ原発事故についての英語講演を行っ

た。講演参加料の他、会場で行われた募金は全額義援金とし

て被災地に贈られた。  

時  期  平成２３年５月８日（日）  

参 加 者  ５０人  
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ウ）「国際の日」多文化共生推進講演会での通訳協力  

内  容  ハリス・バイダー氏による講演の逐次通訳を担当して「国際

の日」事業に協力した。  

時  期  平成２３年１０月１日（土）  

 

   カ 華豊中国語教室  

      毎週金曜日の夜間、子どもを対象にした中国語、中国の歌、英語の講座を開  

講。また、１１月からは、新たに大人を対象とし、中国語の資格取得を目指し  

たクラスを開講した。  

 

（４）学習・情報提供  

ア ひらがなうぃずゆー  

外国人のためのひらがな情報紙「ひらがなうぃずゆー」を発行し、生活や地

域情報を平成２２年度より３言語（ポルトガル語・英語・中国語）表記も含め

提供した。１ ,０００部、年３回発行。小・中学校の国際教室、地域の交流館や

日本語教室などを中心に配布した。  

 

イ 海外生活体験者グループ  

内  容 海外生活サロンを開催し、海外の日本人学校の情報を共有した。 

第１回：「ドイツ・フランクフルトでの体験と日本人学校」  

平成２４年２月４日（土）午後２時～４時  

講師：小川範人  

参加者：２２人  

第２回：  

「メキシコ・アグアスカリエンテスでの体験と日本人学校」  

平成２４年２月２５日（土）午後２時～４時  

講師：菱田知成  

参加者：２０人  

 

（５）ＴＩＡ自主サークル  

平成２３年度は外国語講座を終えてからも活動を続けるグループが複数あった

が、平成２３年度末で解散するサークルもあった。平成２４年度は、６グループ（ス

ペイン語３・ポルトガル語・フランス語・ハングル各１）が活動する予定である。 

 

管理部門                                       

（１）理事会・評議員会開催状況  

ア）理事会  

●平成２３年度第１回理事会  ５月１７日（火）  
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議題  

（１）議案第１号  平成２２年度事業報告及び決算報告について（承認事項）  

（２）議案第２号   平成２３年度第１回評議員会の開催について  

（３）議案第３号   理事候補者の推薦について  

（４）議案第４号   評議員候補者の推薦について  

報告事項  

（１）報告第１号   基本財産等の運用状況について  

●平成２３年度第２回理事会  ６月８日（水）（理事全員賛成による文書の決議） 

議題  

（１）議案第５号  副理事長（代表理事）の選任について  

●平成２３年度第３回理事会  １１月３０日（水）（理事全員賛成による文書の  

決議）  

議題  

（１）議案第６号  公益財団法人豊田市国際交流協会就業規則の一部改正に  

ついて  

（２）議案第７号  公益財団法人豊田市国際交流協会給与規則の一部改正に  

ついて  

●平成２３年度第４回理事会  平成２４年３月２２日（木）  

議題  

（１）議案第８号   平成２３年度補正予算（損益）について（承認事項）  

（２）議案第９号   平成２４年度事業計画及び収支予算（損益）について  

（承認事項）  

（３）議案第１０号    平成２３年度第２回評議員会の開催について  

（４）議案第１１号    理事候補者の推薦について  

（５）議案第１２号    評議員候補者の推薦について  

（６）議案第１３号    監事候補者の推薦について  

（７）議案第１４号      公益財団法人豊田市国際交流協会職員の就業規則の一部  

改正について  

（８）議案第１５号  公益財団法人豊田市国際交流協会給与規則の一部改正に  

ついて  

（９）議案第１６号  公益財団法人豊田市国際交流協会特別任用職員の就業等

に関する規則の一部改正について  

（１０）議案第１７号  公益財団法人豊田市国際交流協会旅費規程の一部改正に  

ついて  

（１１）議案第１８号   平成２４年度臨時休館について   

報告事項  

（１）報告第２号    基本財産の運用について  

（２）報告第３号    賛助会員加入状況について  

（３）報告第４号    事務局職員への退職金支給に伴う退職金給与引当預金の
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一部取り崩しについて   

（４）報告第５号    臨時職員の採用について  

 

イ）評議員会  

●平成２３年度第１回評議員会  ５月３１日（火）  

議題  

（１）議案第１号    理事の選任について  

（２）議案第２号   評議員の選任について  

（３）議案第３号    平成２２年度事業報告および決算報告について  

           （承認事項）  

（４）議案第４号    役員等の報酬に関する規程について  

報告事項 

（１）報告第１号    基本財産等の運用状況について  

●平成２３年度第２回評議員会  ３月３０日（金）  

議題  

（１）議案第５号    理事の選任について  

（２）議案第６号    評議員の選任について  

（３）議案第７号    監事の選任について  

報告事項 

（１）報告第２号    平成２３年度補正予算（損益）について（承認事項）  

（２）報告第３号    平成２４年度事業計画及び収支予算（損益）について  

（承認事項）  

（３）報告第４号    公益財団法人豊田市国際交流協会就業規則の一部改正に  

ついて  

（４）報告第５号    公益財団法人豊田市国際交流協会給与規則の一部改正に  

ついて  

（５）報告第６号   公益財団法人豊田市国際交流協会特別任用職員の就業等

に関する規則の一部改正について   

（６）報告第７号   公益財団法人豊田市国際交流協会旅費規程の一部改正に  

ついて  

（７）報告第８号   平成２４年度臨時休館日について    

（８）報告第９号    基本財産の運用について  

（９）報告第１０号  賛助会員加入状況について  

（１０）報告第１１号   事務局職員への退職金支給に伴う退職金給与引当預金の  

一部取り崩しについて   

（１１）報告第１２号   臨時職員の採用について  
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（２）評議員一覧  

平成２４年３月３１日現在  

 

1 評議員 梅村 智子 国際ソロプチミスト豊田  代表 

2 評議員 笠井 保弘 豊田市教育委員会 教育長 

3 評議員 小島 洋一郎 豊田商工会議所  副会頭 

4 評議員 説田 公人 トヨタ自動車株式会社 総務部長 

5 評議員 近田 研 社団法人豊田加茂医師会 会長 

6 評議員 寺部 曉 学校法人安城学園 理事長 

7 評議員 中村 紀世実 豊田市 副市長 

 

（３）役員一覧  

平成２４年３月３１日現在  

 

1 代表理事  豊田 彬子 豊田ボランティア協会 会長 

2 代表理事  今井 康夫 公益財団法人豊田市文化振興財団  理事長 

3 代表理事  高津 康孝 トヨタ自動車株式会社  

4 理事 丹羽 誠 協同組合豊田市商店街連盟 理事長 

5 理事 福田 功二 社団法人豊田青年会議所  副理事長 

6 理事 山口 俊行 連合愛知豊田地域協議会  事務局長 

7 理事 太田 稔彦 豊田市長 

8 理事 小池 実 豊田日伯協会  会長 

 

1 監事 村山 明司 東海税理士会豊田支部 支部長 

2 監事 福嶋 兼光 豊田市総務部  部長 
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（３）事業体系図  

公１ 地域と諸外国との相互理解と友好親善を深めるための国際交流と国際協力に関する

事業  

    公１（１）国際親善使節の受入  

    公１（２）ナショナルデーの開催  

公１（３）「国際の日」事業の開催  

公１（４）地域の国際交流に関するイベント等への協力・支援事業  

公１（５）国際協力機構（ＪＩＣＡ）ボランティア説明会開催事業  

 

公２ 地域の国際化を推進するための人材の育成と地域の市民活動等支援に関する事業  

    公２（１）ボランティア登録・育成・紹介事業  

    公２（２）ボランティア意見交換会の開催  

    公２（３）市内の学校国際理解教育プログラム相談・支援事業  

    公２（４）子ども英語交流補助ボランティア  

    公２（５）国際理解教育セミナー  

    公２（６）外国語講座  

    公２（７）小学生国際理解教育学校招待プログラム  

    公２（８）草の根の国際交流の推進  

    公２（９）国際交流市民事業助成金事業  

    公２（10）自主サークル・後援団体への支援事業  

    公２（11）とよたグローバルスクエアの運営  

 

公３ 外国人と共に暮らす多文化共生社会の実現に向けた事業  

    公３（１）日本語講座  

公３（２）緊急日本語講座  

公３（３）外国人多言語相談事業  

公３（４）通訳派遣事業  

公３（５）翻訳事業  

公３（６）豊田市外国人災害サポートボランティア養成講座  

公３（７）とよた日本語学習支援システム支援事業  

公３（８）外国人子弟教育支援事業  

 

公４ 国際交流・国際協力、多文化共生を推進するための情報を提供する事業  

    公４（１）ＴＩＡ機関誌発行事業  

公４（２）広報とよた「外国人のための情報コーナー」  

公４（３）ＴＩＡホームページの運営  

 

付属明細書                                      

平成２３年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第  

３４条第３項に規定する付属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しな

いので作成しない。  



一般会計 （単位：円）

科          目 当年度 前年度 差異

Ⅰ　資産の部

  １．流動資産

          現　　金　　預　　金 24 476 570 24 476 570

          未　　収　　金 5 670 5 670

          前　　払　　金 147 425 147 425

          有　　価　　証　　券 0 0

        流動資産合計 24 629 665 24 629 665

  ２．固定資産

    (1) 基本財産

　　　　 定　　期　　預　　金 1 667 919 1 667 919

          投　　資　　有　　価　　証　　券 1 024 903 080 1 024 903 080

        基本財産合計 1 026 570 999 1 026 570 999

    (2) 特定資産

          退　職　給　付　引　当　資　産 5 450 688 5 450 688

          減　価　償　却　引　当　資　産 2 042 093 2 042 093

          国　際　化　推　進　支　援　資　金 79 009 759 79 009 759

        特定資産合計 86 502 540 86 502 540

    (3) その他固定資産

          什　　器　　備　　品 3 299 238 3 299 238

          減　　価　　償　　却　　累　　計　　額 △ 2 042 093 △ 2 042 093

        その他固定資産合計 1 257 145 1 257 145

        固定資産合計 1 114 330 684 1 114 330 684

        資産合計 1 138 960 349 1 138 960 349

Ⅱ　負債の部

  １．流動負債

          未　　払　　金 6 083 923 6 083 923

          前　　受　　金 314 000 314 000

          預　　り　　金 1 702 733 1 702 733

          賞 与 引 当 金 1 498 910 1 498 910

        流動負債合計 9 599 566 9 599 566

  ２．固定負債

          退　職　給　付　引　当　金 5 450 688 5 450 688

        固定負債合計 5 450 688 5 450 688

        負債合計 15 050 254 15 050 254

Ⅲ　正味財産の部

  １．指定正味財産

          寄　　付　　金 1 026 570 999 1 026 570 999

        指定正味財産合計 1 026 570 999 1 026 570 999

        （ う ち 基 本 財 産 へ の 充 当 額 ） 1 026 570 999 1 026 570 999

  ２．一般正味財産 97 339 096 97 339 096

        （ う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 ） 81 051 852 81 051 852

        正味財産合計 1 123 910 095 1 123 910 095

        負債及び正味財産合計 1 138 960 349 1 138 960 349

注）公益法人会計基準附則１により、公益認定初年度における財務諸表の前年度数値は記載しない。

貸借対照表
平成24年 3月31日現在

 



公益財団法人　豊田市国際交流協会 (単位：円）

科          目 当年度 前年度 増減 備考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        基　本　財　産　運　用　益 22 540 857 22 540 857 債券運用
　　　　　基本財産受取利息 22 540 857 22 540 857
        特　定　資　産　運　用　益 427 384 427 384 債券運用
　　　　　特定資産受取利息 427 384 427 384
　　　　受　取　会　費 1 473 000 1 473 000
　　　　　賛助会員受取会費 1 473 000 1 473 000
　　　　事　業　収　益 47 342 611 47 342 611
　　　　　受託事業収益 44 390 521 44 390 521 市からの事業委託金
　　　　　参加費等収益 2 952 090 2 952 090 講座受講料等
　　　　受　取　補　助　金　等 4 075 298 4 075 298 市からの人件費補助金
　　　　　受取豊田市補助金 4 075 298 4 075 298
　　　　受　取　寄　付　金　 2 100 000 2 100 000 日本語教材への寄付等
　　　　　受取寄付金（一般） 2 100 000 2 100 000
　　　　雑　収　益 82 100 82 100 利用者コピー代回収等
　　　　　受取利息 300 300
　　　　　雑収益 81 800 81 800
        経常収益計 78 041 250 78 041 250
    (2) 経常費用
　　　　事　業　費 66 620 605 66 620 605 協会の事業に要する経費

　　　　　給料手当 23 422 679 23 422 679 プロパー5名
　　　　　賞与引当金繰入 1 386 492 1 386 492 同上
　　　　　臨時雇賃金 19 360 785 19 360 785 パート職員
　　　　　退職給付費用 1 005 494 1 005 494 プロパー5名
　　　　　福利厚生費 4 962 781 4 962 781 同上
　　　　　会議費 242 545 242 545
　　　　　旅費交通費 512 700 512 700 講師交通費等
　　　　　通信運搬費 745 605 745 605 電話料・宅配便等
　　　　　減価償却費 214 318 214 318 ラウンジ備品償却費
　　　　　消耗什器備品費 1 433 922 1 433 922 PCやパーティションなど
　　　　　消耗品費 2 044 197 2 044 197 事務用品
　　　　　修繕費 59 115 59 115
　　　　　印刷製本費 1 501 215 1 501 215 協会機関誌印刷など
　　　　　燃料費 43 393 43 393 公用車ガソリン代
　　　　　光熱水料費 110 152 110 152 事務所光熱水費
　　　　　賃借料 1 589 033 1 589 033 コピー・公用車賃借料等
　　　　　保険料 184 485 184 485 ボランティア保険等
　　　　　諸謝金 3 804 820 3 804 820 講座講師料
　　　　　租税公課 1 416 100 1 416 100 消費税・収入印紙代
　　　　　支払負担金 695 227 695 227 施設使用に伴う経費
　　　　　支払助成金 67 836 67 836 市民への助成事業費
　　　　　委託費 1 537 206 1 537 206 シルバー人材センターへの委託費

　　　　　支払手数料 239 705 239 705
　　　　　雑費 40 800 40 800
　　　　管　理　費 5 333 081 5 333 081 協会の管理に要する経費

　　　　　役員報酬 184 000 184 000 理事会・評議員会・監査
　　　　　給料手当 1 899 136 1 899 136 経理事務
　　　　　賞与引当金繰入 112 418 112 418 同上
　　　　　臨時雇賃金 426 545 426 545 法人運営パート職員
　　　　　退職給付費用 81 526 81 526 経理事務
　　　　　福利厚生費 351 746 351 746 経理事務
　　　　　会議費 4 800 4 800
　　　　　旅費交通費 32 930 32 930
　　　　　通信運搬費 77 852 77 852
　　　　　減価償却費 34 718 34 718 事務所備品償却費
　　　　　消耗品費 72 880 72 880
　　　　　印刷製本費 13 125 13 125
　　　　　光熱水料費 28 753 28 753 事務所光熱水費
　　　　　賃借料 93 646 93 646
　　　　　保険料 4 680 4 680
　　　　　租税公課 2 550 2 550
　　　　　支払負担金 1 337 976 1 337 976 市派遣職員共済費等
　　　　　委託費 304 500 304 500 業者への委託費
　　　　　支払手数料 206 500 206 500 金融機関への振込手数料等

　　　　　雑費 62 800 62 800
　　　経常費用計 71 953 686 71 953 686
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 6 087 564 6 087 564
　　　　特定資産評価損益等 △ 152 918 △ 152 918
　　　　　　特定資産評価損益 △ 152 918 △ 152 918
　　　　評価損益等計 152 918 152 918
　　　　当期経常増減額 5 934 646 5 934 646
  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
        経常外収益計 0 0
    (2) 経常外費用
        経常外費用計 0 0
          当期経常外増減額 0 0
          当期一般正味財産増減額 5 934 646 5 934 646
          一般正味財産期首残高 91 404 450 91 404 450
          一般正味財産期末残高 97 339 096 97 339 096
Ⅱ　指定正味財産増減の部
          当期指定正味財産増減額 0 0
          指定正味財産期首残高 1 026 570 999 1 026 570 999
          指定正味財産期末残高 1 026 570 999 1 026 570 999
Ⅲ　正味財産期末残高 1 123 910 095 1 123 910 095

注）公益法人会計基準附則１により、公益認定初年度における財務諸表の前年度数値は記載しない。

賛助会費（個人1口千円・
法人1口１万円より）等

正味財産増減計算書
平成23年 4月 1日から平成24年 3月31日まで
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　　　　   特定資産評価損益
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0 0 0 0

1 899 136

112 418

81 526

206 500

62 800

△ 152 918

13 125

214 318 0 0 214 318

2 044 197

72 880 72 880

32 930

0

304 500

426 545

△ 152 918

△ 152 918 △ 152 918

34 718

206 500

0 △ 152 918

△ 3 989 282

71 953 686

304 500

1 899 136

112 418

81 526

4 800

13 125

0 0

△ 5 626 230 △ 2 678 905 6 087 564

△ 152 918

62 800

          減価償却費

          消耗品費

66 620 605 5 333 0811 360 900

  ２．経常外増減の部

13 927 812

          給料手当
          賞与引当金繰入

          会議費

          印刷製本費

0

2 678 905

10 076 846         評価損益等調整前当期経常増減額 △ 4 233 988 △ 5 377 971
       経常費用計

0

10 438 612 11 607 096 40 535 092
          雑費
          支払手数料

1 337 976 1 337 976

          委託費
          支払負担金
          租税公課 2 550 2 550

93 646 93 646

4 680          保険料

28 753 28 753

4 680
          賃借料
          光熱水料費

          消耗品費

32 930

          減価償却費 34 718

351 746 351 746

4 800

          旅費交通費

          福利厚生費
          退職給付費用

426 545

184 000 184 000

          臨時雇賃金

          役員報酬

40 800

       管理費 0 0 0 0 0 0 5 333 081 5 333 081

239 705

          雑費 40 800 0 0 0 0 40 800

1 537 206 1 537 206

          支払手数料 83 800 138 055 17 850 0 0 239 705
          委託費 520 500 931 656 0 85 050 0

695 227

          支払助成金 0 67 836 0 0 0 67 836 67 836

1 416 100

          支払負担金 111 406 250 557 280 627 52 637 0 695 227

3 804 820 3 804 820

          租税公課 1 000 200 54 000 0 1 360 900 1 416 100
          諸謝金 986 200 1 007 800 1 810 820 0 0

1 589 033

          保険料 12 430 172 055 0 0 0 184 485 184 485

110 152

          賃借料 606 786 352 986 504 011 125 250 0 1 589 033

43 393 43 393

          光熱水料費 22 781 21 808 59 590 5 973 0 110 152
          燃料費 3 000 0 33 301 7 092 0

59 115

          印刷製本費 933 795 194 250 68 460 304 710 0 1 501 215 1 501 215

1 433 922

          修繕費 0 59 115 0 0 0 59 115

          消耗什器備品費 0 302 400 1 131 522 0 0

512 700

          通信運搬費 86 444 161 805 225 748 271 608 0 745 605 745 605

242 545

          旅費交通費 145 370 89 600 218 810 58 920 0 512 700

4 962 781 4 962 781

          会議費 210 425 31 700 420 0 0 242 545
          福利厚生費 876 569 835 479 3 022 460 228 273 0

19 360 785

          退職給付費用 208 708 198 925 543 510 54 351 0 1 005 494 1 005 494

1 386 492

          臨時雇賃金 289 370 277 765 18 649 645 144 005 0 19 360 785

23 422 679 23 422 679

          賞与引当金繰入 287 791 274 301 749 455 74 945 0 1 386 492
          給料手当 4 861 788 4 633 892 12 660 908 1 266 091 0
        事業費 10 438 612 11 607 096 40 535 092 2 678 905 1 360 900 66 620 605 0 66 620 605

15 409 927 78 041 250

    (2) 経常費用

17 900 63 900 81 800

       経常収益計 6 204 624 6 229 125 34 908 862 0 15 288 712 62 631 323
          雑収益 0 0 0 0 17 900

82 100

          受取利息 0 0 0 0 0 0 300 300

0 2 100 000

       雑収益 0 0 0 0 17 900 17 900 64 200

2 100 000 0 2 100 000

          受取寄付金（一般） 0 0 0 0 2 100 000 2 100 000
       受取寄付金 0 0 0 0 2 100 000

4 075 298

          受取豊田市補助金 0 0 0 0 0 0 4 075 298 4 075 298

0 0

       受取補助金等 0 0 0 0 0 0 4 075 298

0 0 0

          雑収益 0 0 0 0 0 0
          負担金収益 0 0 0 0 0

44 390 521

          参加費等収益 0 2 074 590 877 500 0 0 2 952 090 0 2 952 090

0 47 342 611

          受託事業収益 6 204 624 4 154 535 34 031 362 0 0 44 390 521 0

1 473 000 0 1 473 000

       事業収益 6 204 624 6 229 125 34 908 862 0 0 47 342 611
          賛助会員受取会費 0 0 0 0 1 473 000

427 384

       受取会費 0 0 0 0 1 473 000 1 473 000 0 1 473 000

0 427 384

          特定資産受取利息 0 0 0 0 427 384 427 384 0

11 270 428 11 270 429 22 540 857

       特定資産運用益 0 0 0 0 427 384 427 384
          基本財産受取利息 0 0 0 0 11 270 428
       基本財産運用益 0 0 0 0 11 270 428 11 270 428 11 270 429 22 540 857
    (1) 経常収益
  １．経常増減の部

公３ 公４ 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

正味財産増減計算書内訳表
平成23年 4月 1日から平成24年 3月31日まで

公益財団法人 豊田市国際交流協会 （単位：円）

科             目
公益目的事業会計

法人会計 合計
公１ 公２

    (1) 経常外収益
        経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

    (2) 経常外費用
        経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

          当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

        他会計振替額 0 0 0 0 0 0 0 0

          当期一般正味財産増減額 △ 4 233 988 △ 5 377 971 △ 5 626 230 △ 2 678 905 13 774 894 △ 4 142 200

          一般正味財産期首残高
97 339 096

10 076 846 5 934 646

91 404 450

          一般正味財産期末残高

          当期指定正味財産増減額
Ⅱ　指定正味財産増減の部

0

          指定正味財産期首残高 1 026 570 999

          指定正味財産期末残高
Ⅲ　正味財産期末残高

         当期経常増減額 △ 4 233 988 △ 5 377 971 △ 5 626 230 △ 2 678 905 13 774 894

2 044 197

1 433 922

10 076 846 5 934 646

1 123 910 095

△ 4 142 200

1 026 570 999

          通信運搬費 77 852 77 852

0 214 318

149 649 1 390 593 503 955 0 0



１．重要な会計方針

　　　（１）　有価証券の評価基準及び評価方法
　　　　　　　　満期保有目的の債券・・・・・償却原価法（定額法）によっている。
　　　　　　　　満期保有目的の債券並びに子会社株式及び関連会社株式以外の有価証券
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・期末尾の市場価格等に基づく時価法によっている。
　　　（２）　固定資産の減価償却の方法
　　　　　　　　什器備品・・・・・法人税法に定める定額法によっている。
　　　（３）　引当金の計上基準
　　　　　　　　退職給付引当金・・・・・期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。

　　賞与引当金・・・・・職員の賞与金の支払いに備えて、賞与支給見込額の当事業年度負担額を計上している。
　　　（４）　消費税等の会計処理
　　　　　　　　消費税等の会計処理は税込方式によっている。

２．会計方針の変更
　　　　平成23年度から「公益法人会計基準」（平成20年４月11日決定。平成21年10月16日一部改正）に変更した。

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産
  　定期預金 1 667 919 1 667 919

　　投資有価証券 1 024 903 080 0 0 1 024 903 080

小計 1 026 570 999 0 0 1 026 570 999

特定資産
　　退職給付引当資産 5 809 248 1 087 020 1 445 580 5 450 688

　　減価償却引当資産 1 793 057 249 036 0 2 042 093

　　国際化推進支援資金 79 162 677 3 611 759 3 764 677 79 009 759

小計 86 764 982 4 947 815 5 210 257 86 502 540

合計 1 113 335 981 4 947 815 5 210 257 1 113 073 539

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

科目 当期末残高
(うち指定正味
財産からの充
当額)

(うち一般正味
財産からの充
当額)

(うち負債に対
応する額)

基本財産
　　投資有価証券 1 026 570 999 1 026 570 999 0 -

小計 1 026 570 999 1 026 570 999 0

特定資産
　　退職給付引当資産 5 450 688 0 0 5 450 688

　　減価償却引当資産 2 042 093 0 2 042 093 -

　　国際化推進支援資金 79 009 759 0 79 009 759 -

小計 86 502 540 0 81 051 852 5 450 688

合計 1 113 073 539 1 026 570 999 81 051 852 5 450 688

５．担保に供している資産
　　　　担保に供している資産はない。

６．保証債務(債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。)等の偶発債務
　　　　保証債務はない。

７．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
　　　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。 （単位：円）

科目 帳簿価額 時価 評価損益
kfw 200 000 000 161 780 000 △ 38 220 000

第132回利付国債 298 416 285 297 780 000 △ 636 285

第107回福岡北九州高速道路債券 99 991 300 104 898 100 4 906 800

第86回名古屋高速道路債券 99 985 000 105 050 000 5 065 000

福岡市平成20年度第3回公募公債 33 928 281 35 980 704 2 052 423

ロイヤルバンクオブスコットランド債券 200 000 000 190 800 000 △ 9 200 000

合計 932 320 866 896 288 804 △ 36 032 062

８．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
　　　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。 （単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

補助金
　豊田市協会公社等運営費補助金 豊田市 0 4 075 298 4 075 298 0 一般正味財産
合計 0 4 075 298 4 075 298 0

９．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
　　　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳はない。

１０．関連当事者との取引の内容
　　　　関連当事者との取引はない。

　　　　重要な後発事象はない。
１１．重要な後発事象

財務諸表に対する注記

 平成20年４月11日内閣府公益認定等委員会により定められた「公益法人会計基準の運用方針」（平成21年10月16日一部改正）に基づき処理をして
いる。



2．引当金の明細
（単位：円）

目的使用 その他

賞与引当金 1 742 918 1 498 910 1 742 918 0 1 498 910

退職給付引当金 5 809 248 1 087 020 1 445 580 0 5 450 688

合計 7 552 166 2 585 930 3 188 498 0 6 949 598

附　属　明　細　書

１．基本財産及び特定資産の明細
　　　　　財務諸表に対する注記３及び４に記載しているため、省略。

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高



一般会計 （単位：円）

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額
Ⅰ　資産の部
  １．流動資産
      現　　金　　預　　金 24 476 570

                普　通　預　金 豊田信用金庫／本店営業部 運転資金として 13 476 570

                定　期　預　金 豊田信用金庫／本店営業部 運転資金として 11 000 000

          未　収　金　　 5 670

          前　払　金　　　 147 425

          有　価　証　券 0

        流動資産合計 24 629 665

  ２．固定資産
    (1) 基本財産
          定　　期　　預　　金　　 豊田信用金庫／本店営業部 1 667 919
          投　　資　　有　　価　　証　　券 1 024 903 080

　　　　　　　kfw（ドイツ復興金融公庫債） 大和証券／名古屋支店 200 000 000

　　　　　　　東京地下鉄社債 野村證券／豊田支店 92 582 214 

　　　　　　　福岡北九州高速道路債券 野村證券／豊田支店 99 991 300

　　　　　　　福岡市公債 野村證券／豊田支店 33 928 281

　　　　　　　名古屋高速道路債券 99 985 000

　　　　　　　ﾛｲﾔﾙﾊﾞﾝｸｵﾌﾞｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ債 200 000 000

　　　　　　　利付国債 298 416 285 

        基本財産合計 1 026 570 999

    (2) 特定資産

          退　職　給　付　引　当　資　産 5 450 688

　　　　　　　　普通預金 豊田信用金庫／本店営業部 2 450 688

　　　　　　　　東芝無担保社債 岡三証券／名古屋支店法人部 3 000 000

          減　価　償　却　引　当　資　産 2 042 093

　　　　　　　　普通預金 豊田信用金庫／本店営業部 2 042 093

          国　際　化　推　進　支　援　資　金 79 009 759

　　　　　      東京地下鉄社債 野村證券／豊田支店 10 527 986

　　　　　      大阪府公債 野村證券／豊田支店 20 160 160

　　　　　      愛知県公債 野村證券／豊田支店 10 473 240

　　　　　      東芝無担保社債 岡三証券／名古屋支店法人部 37 228 000

　　　　　      普通預金 豊田信用金庫／本店営業部 620 373

        特定資産合計 86 502 540

    (3) その他固定資産

          什　　器　　備　　品 外国語雑誌・新聞書架他７点 3 299 238

          減　　価　　償　　却　　累　　計　　額 固定資産の評価勘定科目 什器備品の再取得に備え引当てたもの。 △ 2 042 093

        その他固定資産合計 1 257 145

        固定資産合計 1 114 330 684

1 138 960 349

Ⅱ　負債の部
  １．流動負債
          未　払　金　　　 6 083 923

          前　受　金　　　 314 000

公2の平成24年度ボランティア登録料9件 62 000

公3の平成24年度日本語講座受講料4件 140 000

法人・個人会費 112 000

          預　り　金　　　 1 702 733

　　　　　　  社会保険料 職員・臨時職員 613 352

　　　　　　  雇用保険料 職員・臨時職員 265 664

　　　　　　  住民税 職員 354 400

　　　　　　  源泉所得税 役職員 427 354

　　　　　　  源泉所得税 講座講師等 41 963

          賞与引当金　 職員 1 498 910

        流動負債合計 9 599 566

  ２．固定負債

          退　職　給　付　引　当　金 職員 5 450 688

5 450 688

15 050 254

1 123 910 095        正味財産
        負債合計
        固定負債合計

公益目的事業及び管理目的の事務に従
事する職員の退職給付金の引当金

公益目的事業及び管理目的の事務に従
事する職員の賞与の引当金

保険料・税金等の預り分

        資産合計

ＳＭＢＣ日興証券第二公益法人
部名古屋公益法人課

ＳＭＢＣ日興証券第二公益法人
部名古屋公益法人課

ＳＭＢＣ日興証券第二公益法人
部名古屋公益法人課

備品の減価償却引当見合の引当資産と
して管理。

公益目的事業の事業費35件及び管理目
的の管理費6件の未払分

公益目的保有財産であり、運用益を公益
目的事業の財源として使用している。
管理運営用財産であり、協会の管理運営
に使用している。

公2の平成23年度ボランティア活動保険
返戻金1件

職員退職給付引当金見合の引当資産と
して管理。

公益目的保有財産であり、主に公2の交
流ラウンジに必要な什器備品として使用。
管理運営用財産であり、管理運営に使
用。

財産目録
平成24年 3月31日現在

公益目的保有財産であり、運用益を公益
目的事業の財源として使用している。

公2の平成24年度ボランティア活動保険
1件


